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スローガン

1 名 誉ある歴史と伝統に輝く母校を愛し、

母校の発展に寄与しよう。

1 本 校同窓会の旗の下に結集し、

地域に香 り高い文化の花を咲かせよう。

1 人 間関係を大切にし、

会員相互間に親睦の輪を拡げよう。

1 組 織を整備強化し、機能的な連絡網を拡充して、

同窓会の活性化を図ろう。

1 建 学の精神を尊重し、後輩の指導育成に努めよう。
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1 開 会 の ことば

2 ス コーガ ン斉唱

3 校 歌斉唱

4 会 長 あいさつ

5 委 嘱状交付 (顧問 ・評議員 )

6 寄 附金贈畢

7 議   事

第 1号 議案   平 成 27年 度事 業報告について

第 2号 議案   平 成 27年 度収支決算報告及び監査報告について

第 3号 議案   会 則 の
一部改正について

第 4号 議案   役 員 の改選 について

第 5号 議案   (仮 称 )埼 玉縣立本庄高等學校 同窓会奨学財団の基

金 として財産の一部 を取 り崩す ことについて

第 6号 議案   平 成 28年 度事 業計画 (案)に つ いて

第 7号 議案   平 成 28年 度 予算 (案)に ついて

8 委 嘱状交付 (支部長 )

9 学 校近況畿住

10 来 賓 あい本つ

/ 11 閉 会 の ことげ
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【第1号議案】 平成 27年 度事業報告

【平成 27年 】

4月 8日 母 校入学式出席

4月 18目 第 1回定例役員会

(議題)27年 度定期総会、第 2回定例役員会、会計監査会の開催につ

い
ヤ
G

(以下、毎月 1回 開催 )

5月 16日 第 2回 定例役員会

(議題)27年 度定期総会、第 3回 定例役員会の開催について

会計監査会

6月 5日  四 者 (学校 ・PTA.後 援会 ・同窓会)協 議

(議題)図 書館の夜間管理運営について

体育祭参観

6月 7日  吹 奏楽部定期演奏会参観、後援費贈呈 (本庄市民文化会館)

6月 12日 平 成 27年 度定期総会開催 (埼玉グラン ドホテル本庄)

1 平 成 26年 度事業報告 ・収支決算報告及び会計監査報告の承認

同窓会会則 (一部改正案)の 承認

平成 27年 度事業計画 (案)及 び収支予算 (案)の 承認

平成 27年 度役員交代の報告

2 来 賓あいさつ (学校近況報告)埴 岡正人校長

3 「 東北復興ボランティア活動報告会」

落語会 「たがや」古今亭志ん丸 (高42回 卒)

4 懇 親会

7月 11日 第 4回 定例役員会

(議題)倉J立 95周 年事業、27年 度事業の課題、放課後の自学 ・自習

体制への支援、協力について

母校助成金及び生徒育英資金贈呈

7月 13目 第 97回 全国高校野球選手権埼 玉大会野球部 2回 戦応援

(本高 8‐3川 越総合高/上 尾市民球場)

7月 18日 第 97回 全国高校野球選手権埼玉大会野球部 3回 戦応援

(本高 1-8熊谷高/熊 谷運動公園野球場)

7月 18～19目 東 北復興ボランテイア (第7次 隊)活 動後援費

贈呈支援

8月 22日  第 5回 定例役員会

(議題)創 立 95周 年事業 「右白陵会異名簿」の発行、支部長会議の開催、

会報 「柏陵」第 46号 の発行について

8月 23日  六 高祭 (はにぼんブラザ)参 観

8月 29日  支 部委員会 (はにばんブラザ)
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9月 ～  学 校図書館夜間管理運営開始

9月 2日  広 報委員会 (はにぽんプラザ)

9月 5日  文 化祭参観

9月 7日  名 簿作成委員会 (本高)

9月 19日 第 6固 定例役員会

(議題)第 1回 支部長 (扇1支部長)・学年代表理事会議開催について

☆第 1回 支部長会議開催 (セミナー棟 2F)

(議題)倉叫立 95周 年記念事業、放課後の自学 。自習体制′ヽヽ支援、協

力 (学校図書館の夜間管理運営)、同窓会報 「柏陵」 (第46号 )

の発行について

10月 11目 第 7回 定例役員会

(議題))倉叫立 95周 年記念事業、同窓会報 「相陵」 (第46

号)の 発行について

10月 19日  「 白熱教室 IN本 庄高校」授業を参観

10月 31日  同 窓会報 「柏陵」 (第46号 )発 行

(同窓会員 13,000部 学 校 1,300部 本 部 700部 )

11月 28日  第 8固 定例役員会

(議題)倉」立 95周 年版 「楠陵会景名簿」の発行委託契約、第 2回 支

部長 (副支部長)・学年代表理事会議、新年懇親会の開催について

12月 19日 第 9回 定例役員会

(議題)第 2回 支部長 (副支部長)・学年代表理事会議、顧問の委嘱、

新年懇親会について

【平成28年 】

1月 17目 第 2回 支部長 (高1支部長)・学年代表理事会議開催 (工州園)

新年懇親会 (五州園)

「沢田みなみ (高35回 卒)フ アニー ・ダイア レ ビューショウ」

2月 20日  第 11回定例役員会

(議題)同 窓会入会式と記念品、顧間の委嘱、奨学金貸付制度につ

いて

3月 11日  全 日制同窓会入会式

3月 14日  卒 業式 (卒業生に記念品贈呈)出 席

3月 14日  定 時制同窓会入会式

3月 19日  平 成 27年 度卒業生同窓会クラス理事 と同本部役員 との懇談会

(議題)学 年代表理事の選出、同窓会会則 と事業、クラス理事の役

割、母校倉1立 95周 年事業について

第 12固 定例役員会

(議題)倉叫立 95周 年版 「楠陵会員名簿」の発行、奨学金貸付制度に

ついて
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【第 2号 議案】 平成 27年 度 本庄高校同窓会会計決算書

白 平 成 27年 4月  l、日

至 平 成 28年 3月 31日

収 入 の 部 (半可立 :円 )

支 出 の 部 (単位 :円 )

I  収 入の部合計 (4,070 . 6 4 3円)一支lWHの部合計 121610 , 9 1 1円)=1,4 5 9 , 7 3 2円 (翌年度へ繰越 ・普通預金)

正 定 期預金 21,40 3 , 9 2 0円(別表のとおり)

Ill 郵便局振替口座 206,4 6 4円 (平成28年3月31日現在)

Ⅳ 同 窓会会計総額  I十 Ⅱ十111=23 , 0 7 0 , H 6円 (平 成28年3月31田現在)

V 平 成28年3月31日現在 終 身会費納入者 6.173名

科 日 予 算 額  決 算 額 比較増減(△)額 摘 要

人 金

終 身 会 費

寄  付  金

繰  入  金

雑  収  入

繰  越  金

70 2 , 0 0 0   6 9 4 , 0 0 0 1  △ 8 , 0 0 0

850,000  1,480,000    630,000

10,000    232,000    222,000

0‐          0           0

5 4 9     1 9 2   △ 3 5 7

1,664・451  1、664.451          0

卒業生 全 日制322名・定時制25名

納入者 148名 ×10,000円

同窓会報広告料等

預金利息

平成26年度より

計 3,227,000  4,070,643    843,643

科 日 当初予算額 流用増減(△)額1 予算現額 1決 算 額 1 残  額 要摘

総  会  費

組 織 編 成 費

会 報 発 行 費

記 念 品 費

母 校 助 成 金

会  議  費

後  援  費

事 務 雑 費

育 英 資 金

予  備  費

10 0 , 0 0 0

1 7 5 , 0 5 5

1,3001000 522,338 1,822,338 11822,338

0 0 0

0 0 0

0

0 5 5

480

0 5 5

5 2 0

0

0

8 8 8

0

8 5 0

0 0 0

0

0

8 3 1

330,000

50,000

30,000

100,000

30,000     27

50,000

1 , 1 3 7 , 0 0 0  △6 2 5

1 1 7、1 1 2  1 2

50,000

14, 150    15

40,000    60

571776

50,000

0  5 1 1

0

0

0

0

776

0

1 6 9

3 3 0 , 0 0 0

5 0 , 0 0 0

3 0 , 0 0 0

1 0 0 , 0 0 0

5 7 , 7 7 6

5 0 , 0 0 0

5 1 1 1 8 3 1

案内葉書、資料印刷、アトラクション謝礼等

支部長会議案内葉書、インターネット費用、

e―fax料金、新年会アトラタシカ謝礼

会報46号印刷代549,072円、封入封Fit代

385,107円、郵送料888,159円

卒業生への記念印鑑 910円 X348本

進路指導2万円、図書補助2万円、新聞部上万円

支部長会お茶代、新学年理事との懇談会

吹奏楽部、東北復興ホ
｀
カティア活動後援費

事務用消耗品、封筒、残高証明書等

在校生育英資金

組織編成費、会報発行費、事務雑費ヘ

計 3,227,000     0 3,227.000 2161019111 6161089
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上記のとお り報告いたします。

平成 28年 6月 18日

埼玉県立本庄高等学校同窓会会長 狩 野 輝 昭

△
ム

平成 2

会 計 監 査 報 告

7年 度の監査を行いましたところ諸帳簿一切過誤なく
半願 28年 5月 14日 、

適正であることを認めます。

平成 28年 6月 18

事

　

事

日
　

監

　

監

守久 と 安
7考 輸夫

弓

テ妥/
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くt嘉5 〉

1日 新

(3)支部長 (3)常任理事 若干名

(4)常任理事 各卒業年度会員中から2名 (4)理事 若干名

(5)理事 各卒業年度会員中から各組ごとに1名な
いし2名選出。

(5)支部長(学年支部長を含む)

(6)幹事 若子名
(6)クラス理事 各卒業年度会員の中から各組ごと
に1名ないし2名選出

(7)監事 若千名 (7)幹事 若干名

(8)会計 3名 (会計責任者1名含む。) (8)事務局長 1名

(9)顧間 若干名 (9)監事 若干名

(10)会 計 3名 (会計責任者1名含む)

(11)顧間 若干名

【第3号議案】 会則の一部改正について

本会会則第5条(役員等及び定員)、第6条(役員の選出)及び第9条(役員の任務)並びに第1
3条(その他の会議)を次のとおリー部改正する。

【提案理由】
役員改選期にあたり、役員組織体制、任務の整備を図り、同窓会組織の充実に努め、母校の
発展に寄与する。

くt嘉6 〉

1日 新

(1)会長、副会長は、本部役員会で選出し、総会
において承認する。

(1)会長、副会長、常任理事、理事、事務局長は、本
部役員会で選出し、総会において承認する。

(2)支部長は、支部会員の中から選出し、会長が

委嘱する。
(2)支部長(学年支部長を含む)は、支部会員、クラ
ス理事の中から選出し、会長が委嘱する。

(3)常任理事は理事の中から選出し、会長が委嘱
する。

(3)クラス理事 各卒業年度会員の中から各組ごと
に1名ないし2名選出し、会長が委嘱する。

(4)理事は、各卒業年度会員から互選し、会長が
委嘱する。

(4)幹事、監事、会計は、会員の中から会長が委嘱
する。

(6)教頭を副会長に委嘱する。 (5)教要、事務部長は、幹事に委嘱する。

〈t嘉9 〉

1日 新

(3)支部長は、支部において、本会の事業の推進
を図る。

(3)常任理事、理事は、会務を分担し、本会の事業
の推進を図る。

(4)常任理事は、会務を分担し、本会の事業の推
進を図る。

(4)支部長は、支部において、本会の事業の推進を
図る。

(5)理事は、卒業年度において、本会の事業推進
を図る。

(5)クラス理事は、各卒業年度のクラスにおいて、本
会の事業の推進を図る。

(7)監事は、事業及び会計を監査する。 (7)事務局長は、事務を掌る。

(8)会計は、本会の経理を掌る① (8)監事は、事業及び会計を監査する。

(9)会計は、本会の経理を掌る。
〈 1 3条 関 骨 〉

1日 新

役員会は、本部役員会 (正副会長、会計・幹事)、
支部長会、常任理事会、理事会とし、必要に応じて
会長はこれを招集することができる。

役員会は、本部役員会、支部長会、クラス理事会と
し、必要に応じて会長はこれを招集することができ
る。
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【第4号議案】 役員の改選について

平成28年度新役員 (案)

【第5号議案】 (仮称)埼玉縣立本庄高等寧検同窓会奨学財国の基金として財産の
一部を取り崩すことについて

【提案理由】

経済的理由により、就学及び進学等が困難な生徒にその費用の一部を助成
する (仮称)埼 玉縣立本庄高等學校同窓会奨学財団の基金の ▲部として、本
会所有の定期預金から一千万円を取り崩すことについて総会の承認を得るも
のである。

役 職 氏 名 卒業年度 地  区 再・新任

会 長 狩野 輝昭 高18回 本庄市 再 任

副会長 冨田 浩郷 高6回 本庄市 再任

副会長 白本 直子 高12回 本庄市 再任

副会長 茂木 秀夫 高13回 本庄市 再任

副会長 斎藤 勝次 高14回 児玉郡上里町 再任

副会長 柿木 左近 高16回 深谷市 再任

常任理事 高橋 忠雄 高18回 本庄市 再任

常任理事 長沼  章 高25回 本庄市 再任

常任理事 永井 保之 高27回 児玉郡上里町 再任

理 事 杉田 一郎 高24回 深谷市 新任

理 事 出牛 康 高28回 本庄市 新任

理 事 早乙女雄一 高53回 本庄市 新任

幹 事 高野 庸夫 教頭 本庄高等学校 新任

幹 事 奥  千 加 教頭 本庄高等学校 再任

幹 事 相模 幸之 教頭 本度高等学校 再任

幹 事 嶋村 正巳 事務部長 本庄高等学校 新任

事務局長 川上 芳男 高18回 本庄市 再任

会 計 志塚 保雄 高18国 本庄市 再任

会 計 相川 一浦 高27国 本庄市 再任

会 計 中山由紀子 高25回 本庄市 新任

監 事 阪上 賢司 高28回 本庄市 再任

監 事 黒澤 敬子 高31回 本庄市 再任
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【第 6号議案】 平 成 28年度事業計画 (案)

平成 28年  4月   第 1固定例役員会

母校入学式に出席

5月  定 例役員会

会計監査会

6月  母 校体育祭 ・吹奏楽部定期演奏会 ・水無月展参観

定期総会開催 (18日 )

7月  定 例役員会

学校評議員会に出席

母校育英資金支給 母 校へ助成金の贈呈

8月  定 例役員会

9月  定 例役員会

支部長会議開催

母校文化祭 「相樹祭」参観 (PTAバ ザーを支援)

10月  定 例役員会

同窓会会報紙 「柏陵J第 47号発行

11月  定 例役員会

学校評議員会に出席

12月  定 例役員会

平成29年  1月   定 例役員会

支部長会議 ・新年懇親会開催

2月  定 例役員会

学校評議員会に出席

創立 95周年版 「柏陵会員名簿」発刊

3月  定 例役員会

新会員へ記念品贈呈 会 費納入書の配布

同窓会入会式 (クラス理事委嘱式)

クラス理事との懇談会開催

母校卒業式に出席

☆ (仮称)埼玉縣立本庄高等學校同窓会奨学財団設立に向けて研究

委員会の定時開催

☆ 年 間を通じて放課後の自学 ・自習体制への支援、協力 (図書館

の夜間管理運営)
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【第7号議案】平成28年度本庄高校同窓会予算書(案)

自 平 成 28年 4月  1 日

至 平 成 29年 3月 31日

収 入 の 部

支 出 の 部

上記のとおり提案いたします。

平成 28年 6月 1思 日

埼玉縣立本に高等學校同窓会会長 狩 野 輝 昭

(半位 :円)

(単位 :円 )

科 目 本年度予算標 前年度予算額 比較増減(△)額 要摘

入  会  金

終 身 会 費

寄  付  金

広 告 掲載料

繰  入  金

雑  収  入

繰  越  金

67 0 , 0 0 0     7 0 2 , 0 0 0   z X  3 2 , 0 0 0

1 , 2 0 0 1 0 0 0‐   8 5 0 , 0 0 0     3 5 0 , 0 0 0

1 0 , 0 0 0      1 0 , 0 0 0           0

3 0 0 , 0 0 0           0     3 0 0 , 0 0 0

0           0 1           0

2 6 8         5 4 9      ∠ ゝ 2 8 1

1 , 4 5 9 , 7 3 2  1 , 6 6 4 . 4 5 1△2 0 4 , 7 1 9

卒業予定者 335名 (全国制316名・定時制19名)× 2,000円

120名×10,000円

同窓会報広告料等

預金利息

平成27年度より

計 3,640100031227,000  413,000

科 目 本年度予算額前年度予算額 比較増減(△)額 要摘

費総

組織編成費

会報発行費

記 念 品 費

母校助成金

会  議  費

後  援  費

事 務 雑 費

育 英 資 金

予  備  費

△
100,000‐ 100、

150,000  100,

000,000 1,300,

3 0 6 , 0 0 0     3 3 0 ,

3 0 0 , 0 0 0 1     5 0 ,

5 0 , 0 0 0‐    3 0 J

1 0 0 , 0 0 0     1 0 0 ,

5 0 , 0 0 0      3 0 ,

5 0 , 0 0 0      5 0 ,

5 3 4 , 0 0 0   1 ,  1 3 7 ,

000

0001     50,

Ol10‐    700,

0 0 0  △ 2 4 ,

0 0 0     2 5 0 ,

0 0 0 1      2 0 ,

0 0 0 1

0 0 0      2 0 ,

0 0 0

0 0 0  ∠蛍 6 0 3 ,

0

000

000

000

000

000

0

000

0

0 0 0

総会開催経費及びアトラタション謝礼経費

会議開催通知費等、ホームヘ
°―シ
｀
関連費

会報47号発行費用 印 刷代、封入封綴代、郵送代

卒業生への記念認印贈呈 335名分

進路指導等助成

支部長会議等お茶代、新学年理事との懇談会費用等

部活動関東大会等出場祝金及びその他後援費

銀行残高証明発行手数料、資料コピー代、消耗品等

在校生へ支給

計 3,640,0003,227,0001 413,000
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案／
１
＼

Ｈ

町
貝△
蚕
△
式
窓同

第 1章  総  則

(名称及び事務所)

第 1条 本 会は、埼玉縣立本庄高等學校同窓会と称し、事務所を母校内に置く。

(目的)

第 2条  本 会は、母校との連絡を密にし、その充実発展に寄与すると共に、会員相互の親睦を図

ることを目的とする。

(事業)

第 3条  本 会は、前条の日的を達成するために次の事業を行う。

(1)会 員名簿の作成

(2)同 窓会報の発行

(3)懇 談会の開催

(4)母 校教育等に対する援助

(5)そ の他本会の目的達成に必要な事業

第 2章  会  員

(会員)

第 4条  本 会は、次の者をもって会員とする。

(1)通 常会員 卒 業生 (旧制本庄中学校、旧制本庄高等女学校を含む)

(2)特 別会員 現 ・旧職員

(3)名 誉会員 役 員会の議決により、会長が之を委嘱した者

2 会 員は、自己の身上住所等に異動を生じた場合は、本会事務所もしくは支部長へ報告するもの

とする。

3 会 員は、次の会費を納入するものとする。

(1)新 入会員の入会金は、2, 000円 とする。

(2)通 常会員の終身会費は、 10, 000門 とする。

(3)特 別会員、名誉会員の入会金及び会費は、これを免除するものとする。

第 3章  役  員

(役員等及び定員)

第 5条 本 会に、次の役員を置く。

(1)会 長  1名

(2)副 会長 若 千名

(3)常 任理事 若 千名

(4)理 事  若 千名

(5)支 部長 (学年支部長を含む)

(6)ク ラス理事 各 卒業年度会員の中から各組ごとに 1名ないし2名選出
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(7)幹 事 若 手名

(8)事 務局長 1名

(9)監 事 若 千名

(10)会 計 3名 (会計責任者 1名含む)

(11)顧 問 若 千名

(役員の選出)

第 6条  役 員の選出方法は、次のとおりとする。

(1)会 長、副会長、常任理事、理事、事務局長は、本部役員会で選出し、総会において承認

する。

(2)支 部長 (学年支部長を含む)は 、支部会員、クラス理事の中から選出し、会長が委嘱する。

(3)ク ラス理事は、各卒業年度会員の中から各組ごとに 1名ないし2名 選出し、会長が委嘱

する。

(4)幹 事、監事、会計は、会員の中から会長が委嘱する。

(5)教 頭、事務部長は幹事に委嘱する。

(顧間)

第 7条  本 会に、顧間を置くことができ、役員会に諮り会長が委嘱する。校長は、顧間とする。

(評議員)

第 8条  本 会に評議員を置き、本会の恒久的発展のため、広範かつ適切な助言を受ける。評議員は

本会会員にして学識経験者中から、会長がこれを委嘱する。

(役員の任務)

第 9条  役 員の任務は次のとおりとする。

(1)会 長は、本会を代表し会務を総理する。

(2)副 会長は、会長を補佐し、会長事故あるときはその職務を代行する。代行する職務には、

予算の執行及び預金通帳等金銭の管理を含むものとする。

(3)常 任理事、理事は、会務を分担し、本会の事業の推進を図る。

(4)支 部長は、支部において、本会の事業の推進を図る。

(5)ク ラス理事は、各卒業年度のクラスにおいて、本会の事業の推進を図る。

(6)幹 事は、庶務を学る。

(7)事 務局長は、事務を掌る。

(8)監 事は、事業及び会計を監査する。

(9)会 計は、本会の経理を掌る。

(役員の任期)

第 10条  役 員の任期は、2年 とする。但し、再任を妨げない。

2 欠 員補充により選出された役員の任期は、前任者の残任期間とする。

第 4章 会  議

(総会招集者及び時期)

第 11条  総 会は、会長が招集する。
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2 総 会は、毎年、会計年度終了後 3月 以内に開催する。但 し、必要により臨時総会を開催する

ことができる。また、会員の 3分 の 1以 上の者から要求があった場合は、開催しなくてはなら

ない。

(議決事項)

第 12条  総 会は、次の事案を議決する。

(1)事 業報告及び決算報告

(2)役 員の承認

(3)事 業計画及び予算

(4)会 則の変更

(5)そ の他必要な事項

(その他の会議)

第 13条  役 員会は、本部役員会、支部長会、クラス理事会とし、必要に応じて会長はこれを招

集することができる。

2 役 員会は、本会則で規定した事項及び総会で委任された事項を審議する。

(議決方法)

第 14条  本 会の会議は、すべて出席者の過半数をもって議決する。但 し、賛否同数の場合は、議

長がこれを決定する。

(議 長 )

第 15条  総 会及び会議の議長は、会長がこれを行う。

第 5章 会

(経費の支弁)

第 16条  本 会の経費は、次に掲げるもので充てる。

(1)会 費

(2)入 会金

(3)寄 付金

(4)預 金利子

(5)そ の他

(会計年度)

第 17条  本 会の会計年度は、毎年 4月 1日 から翌年 3月 31日 までとする。

第 6章 帳 票 等

(帳票等)

第 18条  本 会は、次の帳票等を置き、事務所にこれを保管する。

(1)会 員名簿

(2)会 計簿

(3)記 録簿

(4)会 議録

計
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第 7章 支  部

(支部組織)

第 19条  本 会は、支部を置くことができる。支部は、卒業年度の学年、従前の支部、事業所、団

体で組織する。ただし、必要に応じて、新たな支部を組織することができる。

2 新 たに支部を組織する場合、もしくは支部を廃する場合は、役員会において審議し、総会に

おいて報告する。

(支部役員)

第 20条  支 部に次の役員を置く。

(1)支 部長 1名

(2)創 支部長 2名

(3)そ の他必要な役員

(支部の事業)

第 21条  支 部は、第 2条 の日的を達成するため、本部と連携し次の事業を行う。

(1)支 部の会員名簿の整備

第 4条 第 2項 により、会員から住所等の変更の報告を受けた場合等、支部の名簿を整備

するとともに、必ずその都度事務所 (会長)に 報告するものとする。

(2)会 員相互の親睦を図る事業

(3)母 校に対する広範囲にわたる援助、応援

(4)そ の他日的達成に必要な事項

第 8章 改  正

(改正)

第22条  本 会則の変更は、総会の議決による。

第 9章 附  則

(施行期日)

本会則は、昭和 35年 4月 1日から施行する。

改正後の会則は、昭和 37年 4月 1日から施行する。

改正後の会則は、昭和 46年 4月 ]日から施行する。

改正後の会則は、昭和 50年 4月 1日から施行する。

改正後の会則は、昭和 52年 4月 1日から施行する。

改正後の会則は、昭和 58年 4月 1日から施行する。

改正後の会則は、昭和 60年 4月 1日から施行する。

改正後の会則は、平成 10年 4月 1日から施行する。

改正後σD会則は、平成 21年 6月 20日 から施行する。

改正後の会則は、平成 26年 6月 14日 から施行する。

改正後の会則は、平成 27年 6月 13日 から施行する。

改正後の会貝Jは、平成 28年 6月 18日 から施行する。
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